わが国の保険政策と生命保険事業の展開に関する一考察―準市場の考え方を踏まえて― by 大坪 英二郎
 1 
１２ 
氏  名 大坪 英二郎 
学 位 の 種 類 博士（経営管理学） 




学 位 論 文 題 目 わが国の保険政策と生命保険事業の展開に関する一考察 
―準市場の考え方を踏まえて― 











































  第４節 まとめ 
第２章 わが国における戦前・戦後の保険業 
   第１節 はじめに 












第 1節 はじめに  
  第２節 ２つの型の統制経済体制 











第５節 まとめ  
第４章 第二次大戦後に誕生したイギリスの社会市場と準市場 
 第１節 はじめに 





  第３節 日本における「準市場」の介護サービスへの適用 
      1．イギリスの準市場の日本への適用 







第４節 まとめ  
第５章 護送船団行政の功罪 
第１節 はじめに  




  第３節 生保会社のコーポレート・ガバナンスと経営者支配 




  第５節 まとめ  
第６章 保険の自由化と生保の事業展開 
  第１節 はじめに 





















終 章  
   第１節 要約 
   第２節 研究の結論 





























利は、バブル期に 5～6％、保険自由化から生保会社破綻が続出する 1996年～2001年には 1
～2％に低下し、従来の保険モデルが成立しなくなってきたことを指摘する。契約者への予
定利率は確保できず、逆ザヤ状態の運用が中小の保険会社を破綻に導いたことを考察する。
護送船団行政により保護されてきた生保会社は、政府の政策転換によって整理され、結果と
して大規模な保険会社に顧客を引き継がれることになる。 
政府は、生保事業の特性を理解した上で自由な市場競争により整理統合させつつ、生き残
った大規模保険会社に対しては「準市場」的な規制によりコントロールしてきたという見立
てになる。「公的関与」が行われる側面、いわば「市場参入の制限」「行政の監督・評価」な
どと「営利追求」「利用料の支払い」「供給者間の競争」や「利用者の自由な選択」などの自
由な市場的側面が生保事業の特徴として抽出される。 
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本論文は、歴史的経緯を踏まえ、日本の生保事業の現在の特徴を捉える論文である。保険
の自由化の過程で「準」の特性部分が減少し、経営者の意思決定における裁量権が拡大する
「市場」の特性部分が拡大するという。準市場の中身が変化することで生保会社の戦略変更
が迫られてきたことを論じ、海外の M&A事例等をあげて、規制緩和に応じた規模の拡大路線
の方向性を示唆している。  
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
（１）論文の特徴 
保険理論の大数の法則から、保険事業の経営戦略は必然的に規模の経済を追求せざるを
えない。この当然の帰結に加えて、本論文は、金融市場と情報の非対称性から、保険が事業
として成立するには一定の規制が必要になることを論じている。この規制産業としての特
徴は、金融機関とともに国家の財政・金融政策から独立することが難しく、政府の政策を支
援するために利用されることになる。そのため、生保事業の戦略的意思決定は、その裁量の
余地が制限されてきたことを歴史的に考察している。この歴史的分析は、銀行などでは多く
見られ、保険事業にも推論できるが、歴史資料を丹念に調査して導き出した結論は価値があ
る。 
しかも、こうした問題を捉えるうえで、イギリスで構築した「準市場」の概念を援用して
説明している点が、本研究の最大の特徴である。保険自由化後も自由化前と同じく「準市場」
の概念で捉え、国家による保険政策と生保事業の展開との関係を論じている点に特徴があ
る。保険政策と生保事業の変遷を概観し、「準市場」の概念から護送船団行政や経営者行動
等を歴史的な資料を中心に検証している。保険事業に関する資料は、この事業に長く携わっ
た大坪氏による発見に依拠しており、ユニークな研究となっている。  
 
（２）論文の評価 
 保険及び生保事業の歴史的分析により、生保事業を俯瞰し、保険業界の個々の経営者が選
択可能な意思決定を考察するとともに、制限された意思決定の範囲が拡大するにつれて、競
争の範囲が国内から国外に拡がった状況が理解でき、保険事業の歴史的考察のみならず、現
在および将来の経営戦略を考察する上で有用な研究となっている。実務経験が研究に結び
ついた典型的な社会人研究者の論文であり、実務的な視点からも、テーマの持つ意義が高く
評価できる。 
しかし、個別企業の戦略的な内容と業界分析との間に存在する視座を明確にしていない
部分があり、この点が論文の読み手にテーマの曖昧性を与える可能性がある。今後の期待さ
れるべき課題は、グローバリゼーションの進展に応じて、「準市場」がどのような変遷を辿
るかを検証するとともに、日本の保険事業の経営戦略とその人材育成に関するテーマを期
待したい。こうした問題点と課題を持つとしても、保険事業の歴史的考察を「準市場」とい
う概念を援用して説明する研究はユニークであり、その貢献は学位論文としての水準に十
分に達していると評価できる。 
 
 
 
